
○近江八幡市請負工事成績評定基準 

平成２２年３月２１日 

訓令第６７号 

（趣旨） 

第１条 この基準は、近江八幡市工事検査規程（平成２２年近江八幡市訓令第６６号）

第１４条の規定による請負工事の成績評定（以下「評定」という。）について必要な

事項を定めるものとする。 

（評定の対象） 

第２条 評定は、別表第１の工事成績評定表により行う。ただし、修繕工事等小規模工

事については、この基準による評定を省略することができる。 

（評価者） 

第３条 工事成績評定表の考査項目の評価者（以下「評価者」という。）は、近江八幡

市契約規則（平成２２年近江八幡市規則第６１号）第３５条に定める監督員及び検査

職員があたる。 

（評定者） 

第４条 工事成績の評定者は、検査職員があたる。 

（評価の方法） 

第５条 工事成績評定表の考査項目の評価（以下「評価」という。）は、工事ごとに独

立して行う。 

２ 評定は、監督又は検査により確認した事項に基づき、評価者ごとに独立して的確、

かつ、公正に行う。ただし、一の工事の評価者となる監督員又は検査職員が２人以上

ある場合においては、それらの者が協議して評価を行う。 

３ 評価は、検査の結果、手直し等があった場合においても手直し前の状態を評価する。 

４ 評価考査点の採点は、別表第２の考査基準により行う。 

（評定の方法） 

第６条 評定は、評価の考査採点総計の結果に基づき別表第３の判定基準により行う。 

付 則 

（施行期日） 

１ この基準は、平成２２年３月２１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この基準の施行の日の前日までに、合併前の近江八幡市請負工事成績評定基準（平

成１８年近江八幡市訓令第９号）又は安土町請負工事成績評定実施要領（昭和５６年

安土町訓令第４号）（以下これらを「合併前の規程」という。）の規定によりなされ

た検査の手続きその他の行為のうち、この基準の施行の際現に当該検査を完了してい

ないものについては、なお合併前の規程の例による。 



別表第１（第２条関係） 

工事成績評定表 

考査項目 A B C D E 

１ 施工中 a 施工計画書 ５ ５ ５ ０ ０ 

b 協力業者報告書 ５ ５ ５ ０ ０ 

c 施工体制台帳 ５ ５ ５ ０ ０ 

d 安全衛生計画書 ５ ５ ５ ０ ０ 

計 ２０ ２０ ２０ ０ ０ 

２ 施工 a 出来形管理 ２５０ ２００ １６２ １００ ２５ 

b 品質管理 １６０ １２８ １０４ ６４ １６ 

c 出来栄え ２００ １６０ １３０ ８０ ２０ 

計 ６１０ ４８８ ３９６ ２４４ ６１ 

３ 管理 a 施工計画 ２０ １６ １３ ８ ２ 

b 工事記録簿 ２０ １６ １３ ８ ２ 

c 工程管理 １００ ８０ ６５ ４０ １０ 

d 安全管理 １０ ８ ６ ４ １ 

e 環境管理 １０ ８ ６ ４ １ 

f 交通管理 １０ ８ ６ ４ １ 

g 写真管理 １０ ８ ６ ４ １ 

h 使用材料管理 １０ ８ ６ ４ １ 

i 産業廃棄物管理 １０ ８ ６ ４ １ 

j 再生資源利用 １０ ８ ６ ４ １ 

k 指定図書 ２０ １６ １３ ８ ２ 

計 ２３０ １８４ １４６ ９２ ２３ 

４ 熱意 a 現場代理人 ２０ ２０ １３ ０ 調査 

b 主任・監理技術者 ２０ ２０ １３ ０ 調査 

c 対外関係 ５０ ４０ ３３ ２０ ０ 

d 熱意 ５０ ４０ ３３ ２０ ０ 

計 １４０ １００ ９２ ４０ ０ 

５ 工期 引渡し遅延日数 遅延日数 

工期内 1～10 11～20 21～31 32以上 

０ －１０ －３０ －５０ －１００ 

 

 



別表第２（第５条関係） 

考査基準 

１ 施工中 

必要提出書類について、特に施工計画書・協力業者報告書・施工体制台帳等・安全衛

生計画に分け、仕様書に定められた期日までに提出されているか、その程度を次の基

準により採点する。 

a 施工計画書 

A １５日以内に提出があり、創意工夫されている。            ５点 

B １５日以内に提出があり、現場に即している。             ５点 

C １５日以内に提出はあったが、内容が現場に合わず後日再提出となった。 ５点 

D 期限を越えて提出                          ０点 

E 期限を越えて提出はあったが、内容が現場に合わず後日再提出となった。 ０点 

b 建設工事協力業者報告書 

A １５日以内に提出があり、総ての協力業者が把握できる契約書が添付   ５点 

B １５日以内に提出があり、総ての協力業者が把握できる。        ５点 

C １５日以内に提出はあったが、記載の一部に不備があった。       ５点 

D 期限を越えて提出                          ０点 

E 期限を越えて提出はあったが、記載の一部に不備があった。       ０点 

c 施工体制台帳等 

A １５日以内に提出があり、詳細まで記載し必要書類が添付されている。  ５点 

B １５日以内に提出があり、必要書類が添付されている。         ５点 

C １５日以内に提出はあったが、内容が不十分で後日再提出となった。   ５点 

D 期限を越えて提出                          ０点 

E 期限を越えて提出はあったが、内容が不十分で後日再提出となった。   ０点 

d 安全衛生計画書 

A １５日以内に提出があり、創意工夫されている。            ５点 

B １５日以内に提出があり、現場に即している。             ５点 

C １５日以内に提出はあったが、内容が現場に合わず後日再提出となった。 ５点 

D 期限を越えて提出                          ０点 

E 期限を越えて提出はあったが、内容が現場に合わず後日再提出となった。 ０点 

２ 施工 

施工については、出来形管理・品質管理・出来栄えに分け、適否の程度を次の基準に

より採点する。 

a 出来形管理 

各種法令及び基準等（以下「基準」という。）に基づき、施工された各部構造寸法



等の形状寸法並びに構造が設計図書及び仕様書等に定められた構造・形状寸法である

事を報告する。 

A 基準を遵守し、管理すべき項目を達成し、かつ、測定項目のばらつきが＋又は－

の一定側で基準値の５０％以内                   ２５０点 

B 基準を遵守し、管理すべき項目をほぼ達成し、かつ、測定項目のばらつきが基準

値内（指摘事項が５まで０.９５、６以上又は重大は０.９掛け）    ２００点 

C 測定値が規格の範囲内にある。書類に一部不備がある。（指摘事項が５まで０.

９、６以上又は重大は０.８掛け）                  １６２点 

D 基準に従った報告がなされていない。又は部分的に補修を要する。又は書類が不

備（指摘事項が５まで０.８、６以上又は重大は０.６掛け）      １００点 

E 設計図書不適合の場合の改造を請求した。 ２５点 

b 品質管理 

各種法令及び基準等（以下「基準」という。）に基づき、各使用材料・各建設構造

物等の品質を各種試験実施及び試験成績表等により適正であることを実証する。 

A 基準に基づく試験等で性能を確認し満足できる。          １６０点 

B 基準に基づく試験結果のばらつきが規格の範囲内（指摘事項が５まで０.９５、６

以上又は重大は０.９掛け）                    １２８点 

C 試験結果が規格の範囲にある。書類に一部不備がある。（指摘事項が５まで０.

９、６以上又は重大は０.８掛け）                 １０４点 

D 基準に従った試験がなされていない。又は部分的な補修を要する。又は書類が不

備（指摘事項が５まで０.８、６以上又は重大は０.６掛け）       ６４点 

E 設計図書不適合の場合の改造を請求した。               １６点 

c 出来栄え 

各建設構造物等の形態・機能性を良くするため、各種法令及び基準等（以下「基準」

という。）に基づき、細部に渡り丁寧な施工を行う。 

A 基準に基づき細部・端部まで丁寧に施工し、通り・平坦性・機能性に優れ、美観

も良い。                             ２００点 

B 基準に基づき細部・端部まで丁寧に施工されている。（指摘事項が５まで０.９５、

６以上又は重大は０.９掛け）                   １６０点 

C 機能的に問題ない程度の美観（指摘事項が５まで０.９、６以上又は重大は０.８

掛け）                              １３０点 

D 基準に基づく施工がなされていない。仕上げが悪く部分的に補修を要する。（指

摘事項が５まで０.８、６以上又は重大は０.６掛け）          ８０点 

E 設計図書不適合の場合の改造を請求した。              ２０点 

３ 管理 



管理については、施工計画・工事記録簿・工程管理・安全管理・環境管理・交通管理・

写真管理・使用材料管理・産業廃棄物管理・再生資源利用実績・その他事業担当課の

指定図書に分け、適否の程度を次の基準により採点する。 

a 施工計画 

施工・管理全般にわたり計画がなされ、その内容が現場に即したものである。 

A 現場に即してあり、創意工夫した計画で整備され実施している。    ２０点 

B 現場に即してあり、丁寧に計画し実施している。           １６点 

C 現場が反映されているが、部分的に不備がある。           １３点 

D 汎用的なもの                            ８点 

E 計画になっていない。                        ２点 

b 工事記録簿 

工事の準備・経過・状況・予定が記録され、状況が確認できる。 

A 総で整理され、工事の進捗が把握できる。              ２０点 

B 工事進捗が把握できる。                      １６点 

C 一部書類の不備が見られ、部分的に進捗が不明            １３点 

D ５割程度の書類が整備されていない。                 ８点 

E ほとんど書類なし                          ２点 

c 工程管理 

工事目的を把握・管理し、工事目的物を期間内に完了し引き渡す。 

A 工事目的を十分把握し、創意工夫の中で施工及び工期短縮を行った。 １００点 

B 工事目的を把握し施工を行い、工期内に完了・検査・引渡しした。（指摘事項が

５まで０.９５、６以上又は重大は０.９掛け）             ８０点 

C 一部書類の不備が見られ、部分的に進捗が不明（指摘事項が５まで０.９、６以上

又は重大は０.８掛け）                       ６５点 

D ５割程度の書類が整備されていない。（指摘事項が５まで０.８、６以上又は重大

は０.６掛け）                           ４０点 

E ほとんど書類なし                         １０点 

d 安全管理 

仕様書に基づき作業安全の確保、使用機械の点検・現場の安全確保・各種法令法規

の遵守等活動を行い、良好かつ安全な作業を実施・報告する。 

A 法に基づき創意工夫された活動を行った。              １０点 

B 法に基づき活動を行った。                      ８点 

C 概ね活動が行われた。                        ６点 

D 指示を与えて辛うじて行われた。又は書類での確認ができない。     ４点 

E 活動をほとんど行っていない。                    １点 



e 環境管理 

仕様書に基づき自然環境に対する負担を極力抑え、各種法令法規の遵守等活動を計

画し実施する。 

A 法を理解し創意工夫をもって対策を行った。             １０点 

B 十分な対策がとられた。                       ８点 

C 概ね対策がとられた。                        ６点 

D 指示を与えて辛うじて行われた。又は書類での確認ができない。     ４点 

E 活動をほとんど行っていない。                    １点 

f 交通管理 

仕様書に基づき各種法令法規を遵守し、地域の状況を把握した安全かつ適正な交通

計画を実施する。 

A 創意工夫をもって対策を行った。                  １０点 

B 十分な対策がとられた。                       ８点 

C 概ね対策がとられた。                        ６点 

D 指示を与えて辛うじて行われた。又は書類での確認ができない。     ４点 

E 活動をほとんど行っていない。                    １点 

g 写真管理 

仕様書等に定められた管理を行うとともに、事後確認できない工種・工程・試験・

出来事を記録に残し、整理・報告する。 

A 事後確認できない施工・試験が総て整理され創意工夫されている。   １０点 

B 事後確認できない施工・試験が分かりやすく整理されている。      ８点 

C 概ね整備されている。                        ６点 

D 重要施工が確認できない。又は書類の不備がある。           ４点 

E ほとんど確認できない。                       １点 

h 使用材料管理 

使用材料について、種類・数量・搬入・使用・残量・搬出を管理・確認し報告する。 

A 総て整理され創意工夫されている。                 １０点 

B 総て整理されている。                        ８点 

C 概ね整備されているが、集計又は対比がされていない。         ６点 

D 書類の不備がある。                         ４点 

E ほとんど整理されていない。                     １点 

i 産業廃棄物管理 

法に従った処理を行い整理・報告する。 

A 総て整理されている。                       １０点 

B 整理されている。                          ８点 



C 概ね整備されているが、集計又は対比がされていない。         ６点 

D 書類の不備がある。                         ４点 

E ほとんど整理されていない。                     １点 

j 再生資源利用 

共通様式により計画・実施しそれぞれ報告する。 

A 総て整理されている。                       １０点 

B 整理されている。                          ８点 

C 概ね整備されているが、集計又は対比がされていない。         ６点 

D 書類の不備がある。                         ４点 

E ほとんど整理されていない。                     １点 

k その他事業担当課が指定の完成図書 

事業担当課の指示により整備・報告する。 

A 創意工夫されている。又は高度な資料                ２０点 

B 整理されている。又は難度が中程度の資料              １６点 

C 整理されている。又は難度が普通程度の資料。又は指定なし      １３点 

D 書類の不備がある。                         ８点 

E ほとんど整理されていない。                     ２点 

４ 熱意 

熱意については、現場代理人・主任、監理技術者・熱意に分け、工事に対する体制を

次の基準により採点する。 

a 現場代理人 

現場代理人は契約の履行に関し、工事現場に常駐し、その運営・取締り・契約に基

づく一切の権限を行使する。 

A 常駐し、積極的に現場の把握・連絡調整を行っている。        ２０点 

B 常駐し、現場の把握・連絡調整がよくできている。          ２０点 

C 常駐し、連絡調整を行っている。                  １３点 

D 常駐はしているが連絡調整不足。又は、ほとんど出会えない。      ０点 

E 不在                                調査 

b 主任技術者又は監理技術者 

主任・監理技術者は工事の施工管理・工程管理・品質管理・安全管理等の技術上の

管理をつかさどる。 

A 積極的に提案等され、創意工夫又は技術的判断に優れている。     ２０点 

B 創意工夫又は技術的判断に優れている。               ２０点 

C 監理できている。                         １３点 

D 監理できていない。又は不在が多い。                 ０点 



E 不在                                調査 

c 対外関係 

地域住民に対し安全・的確な対策を積極的に行い、他の官公庁及び関係機関との調

整を行い、記録・報告する。 

A 的確な折衝・調整・対応をした。                  ５０点 

B 指示を受けながら的確に対応した。                 ４０点 

C 対応に遅れがあったが対応した。                  ３３点 

D 文書による改善を求め改善した。                  ２０点 

E 指示に従わず進捗に支障が生じた。                  ０点 

d 熱意 

工事に対し積極性・誠実性・協調性を持って、連絡を密に行い責任ある施工を実施

する。 

A 積極的に提案・施工・対応された。                 ５０点 

B 積極的に施工・提案された。                    ４０点 

C 問題なく施工した。                        ３３点 

D 積極性に欠ける。                         ２０点 

E 指示に従わず進捗に支障が生じた。                  ０点 

５ 工期 

工期内に完成したものは０点とし、遅延工事は続遅延日数の程度により５段階に分け、

それぞれ採点する。 

A 工期内完了                             ０点 

B 遅延日数１日から１０日まで                   －１０点 

C 遅廷日数１１日から２０日まで                  －３０点 

D 遅延日数２１日から３１日まで                  －５０点 

E 遅延日数３２日以上                      －１００点 

別表第３（第６条関係） 

評定基準 

総合点数 判定 

９０以上 優 

８０以上９０未満 良上 

７０以上８０未満 良 

６０以上７０未満 可上 

６０未満 可 

考査基準により採点された総計の１０分の１を総合点数とし判定する。 

小数点第２位が算出された場合は、第２位を切り捨てる。 


